
昔ながらの地域の和
～ふれあいの輪～

現在の日本は高齢化や少子化が深刻な問題となっている 。　　　　　　　　　           
学校と塾と自宅を巡る日々で、人と遊ぶ場所を持たない子供たち。
独居の高齢者や介護を必要とする人たちの孤立を防ぐために注目したのが
「地域密着型福祉施設」=デイホーム＋学童保育＋ファミリーサポートです。      　　　　　　　　　    
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テーマA: 団らんキッチン空間

デイホーム＋学童保育＋ファミリーサポート　

地域に住む多世代の人々が自由に訪れ主体的に関わることにより、
自分を生かしながら過ごし、そこでのふれあいが地域で助け合う
きっかけに繋がる場所となります。

開放感あふれる大きな窓とと中心に配置したテーブルは
囲炉裏になっており、この施設の象徴で高齢者や子どもが
触れ合える場所です。

子供達はそれぞれ好きな色の椅子に座れる遊び心を取り入れ夏は
囲炉裏でカレーを作りみんなで食べたり、冬はお鍋正月はお餅などと
囲炉裏を囲んで楽しい時間がすごせる。

「円形」の囲炉裏

「半円」のカウンター
昼間は綺麗な景色を眺める事ができ夜は綺麗な
夜景を眺める事ができる。四季折々の変化も部屋の
中から楽しむ事ができる。　
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地域密着型福祉施設


